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女
性
に
対
す
る

　
　

暴
力
を
な
く
す
運
動

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で「
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」が
実
施
さ
れ

ま
す
。国
で
は
期
間
中
、女
性
に
対
す
る
暴

力
問
題
に
関
し
て
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ

う
強
化
す
る
と
と
も
に
、女
性
の
人
権
尊

重
の
た
め
の
意
識
啓
発
や
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

以
前
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
Ｄ
Ｖ（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）に
つ
い
て

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、Ｄ
Ｖ
等
女
性
に
対

す
る
暴
力
事
件
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
は
、な
か
な
か

表
ざ
た
に
な
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら「
夫
が

妻
に
暴
力
を
振
る
う
の
は
あ
る
程
度
仕
方

が
な
い
」と
い
っ
た
社
会
通
念
か
ら
周
り

の
人
々
が
認
め
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、暴

力
を
受
け
な
が
ら
も「
夫
の
収
入
が
な
け

れ
ば
生
活
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
」と
か

「
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
か
ら
」な
ど
の
理

由
に
よ
り
、そ
れ
に
耐
え
て
い
た
り
す
る

方
が
多
い
か
ら
で
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

女
性
の
人
権
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
相
談

　

田
原
市
で
は
、児
童
の
養
育
や
Ｄ
Ｖ
な

ど
に
関
す
る
家
庭
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
児
童
課
児
童
係
☎
23
局
３
５
１
３

・
地
域
ぐ
る
み
で
暴
力
の
な
い
ま
ち
に

　

地
域
の
見
守
り
も
大
切
で
す
。地
域
ぐ

る
み
で
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
な
い
明
る

い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

●調印決定までの経緯
▶平成17年2月
　約20年におよぶ民間交流や市内団体からの要望などを受け、銅雀区との交流に
ついて協議を開始。
　平成17年５月、調印を行うことで合意。

▶平成17年5月
　銅雀区から、日韓両国の外交関係に配慮し、調印延期の申し出を受ける。

▶平成17年10月14日～16日
　「日韓共同未来プロジェクト」により、田原市・銅雀区サッカー交流事業を実施。
　田原市サッカー協会所属の選手、総勢26名が銅雀区を訪問。

▶平成18年9月5日～7日
　銅雀区の総務課長と交流担当が田原市を来訪。
　延期していた提携の実施に向け協議を再開、調印時期を決定。

※田原市の海外交流都市には「姉妹都市」と「友好都市」があります。交流先の国の事情などに
配慮しながら協議して決めていますが、交流事業の内容は特に違いはありません。

韓国・ソウル特別市 銅
トン

雀
ジャク

区
ク

●姉妹都市提携の調印決定
　銅雀区との提携は昨年より延期されてきましたが、11月14日（火）、田原
市で調印式を行うことになりました。

このコーナーでは、田原市の姉妹・友好都市の情
報をお届けしています。

▼企画課5２３局３５０７

全区民が心をひとつに力いっぱい飛
翔する姿を表現している銅雀区のエ
ンブレム。

▼

女性に対する暴力根絶の
　ためのシンボルマーク

銅雀区のキャラクター、
しらさぎの「ロヤ」。 

街の規模や人口など銅雀区
の詳しいことについては、今
後の広報たはらでおしらせ
していきます。

│ 19 │　　　　　　　　　　平成18年11月1日


